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1. 平成31年3月期第2四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第2四半期 2,446 △4.1 9 △73.0 18 △59.5 13 △59.0

30年3月期第2四半期 2,552 9.0 34 68.6 45 8.6 33 ―

（注）包括利益 31年3月期第2四半期　　25百万円 （△52.5％） 30年3月期第2四半期　　52百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第2四半期 37.36 ―

30年3月期第2四半期 91.19 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

31年3月期第2四半期 6,634 2,030 30.6 5,577.28

30年3月期 6,327 2,016 31.9 5,537.91

（参考）自己資本 31年3月期第2四半期 2,030百万円 30年3月期 2,016百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― ― ― 30.00 30.00

31年3月期 ― ―

31年3月期（予想） ― 30.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,350 3.6 67 11.4 57 △28.9 41 △31.7 112.59

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期2Q 400,000 株 30年3月期 400,000 株

② 期末自己株式数 31年3月期2Q 35,881 株 30年3月期 35,837 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期2Q 364,123 株 30年3月期2Q 364,197 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)における日本の経済情勢は、企業収益の

改善や雇用環境の改善傾向が続き、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。また、消費者の節約志向や慢性的

な人手不足、豪雨や地震といった自然災害の多発等により先行き不透明な状況が続いております。

 住宅市場におきましては、この夏の異常な猛暑による労働環境の悪化から、建築現場では全ての工事で遅れが生じ

ました。そこに来て大型台風の度重なる上陸により、住宅に多くの被害が発生し、既設住宅の屋根・外壁の修繕工事

が急増したため新築現場に職人が入る事が出来ず、新築建設に大きな影響を与えました。

 また、建材メーカーの工場等にも被害が出たことから、一部建材の供給遅れもあり、建設現場に混乱が見られまし

た。

 当第２四半期連結累計期間における東海三県の新規住宅着工戸数においては、総着工戸数は前年度比10.0％の増

加、持家着工戸数においては1.8％の増加となり、アパート等の非住宅に支えられている状況となっております。

 このような状況の中、当社グループにおきましては、営業本部ではパワービルダーとの関係強化を進め、非住宅へ

の販路拡大を進めると共に、地域密着型営業により地場工務店等取引先との販売強化に努めてまいりました。 

 また、市場本部におきましては、分譲マンション・戸建て分譲の販売に努めてまいりました。 

 以上の結果から、当第２四半期連結累計期間の連結業績につきましては、売上高は2,446百万円（前年同期比105百

万円減、4.1％減）となりました。利益面につきましては、分譲マンションの販売が計画より少なかったことと輸入

木材等の仕入価格が上昇しその価格転嫁が進まなかったことにより、営業利益は９百万円（前年同期比25百万円減、

73.0％減）、経常利益は18百万円（前年同期比26百万円減、59.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は13百

万円（前年同期比19百万円減、59.0％減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末（平成30年９月30日現在）の当社グループの財政状態は、売上債権が前連結会計年度

末に比較して12百万円の減少となりました。

 また、たな卸資産は前連結会計年度末に比較して62百万円減少し、仕入債務は前連結会計年度末に比較して20百万

円の増加となりました。

 有形固定資産は、減価償却の進行により前連結会計年度末に比較して14百万円の減少となりました。

 投資有価証券につきましては、株式市況が堅調に推移したことから、前連結会計年度末に比較して18百万円の増加

となりました。

 借入金残高は前連結会計年度末に比較して330百万円増加し、これらを統合して現金及び預金の合計は、前連結会

計年度末に比較して379百万円増加の781百万円となりました。

 以上の結果から、自己資本比率は前連結会計年度末に比較して1.3ポイント減少の30.6％となりました。

 なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半 

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行って 

おります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の業績予想につきましては、平成30年５月15日に発表いたしました、平成31年３月期の連結業績予想から変更

はございません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 402,203 781,535 

受取手形及び売掛金 823,650 810,728 

商品及び製品 1,227,430 1,132,069 

仕掛品 100,808 134,111 

その他 18,693 13,170 

貸倒引当金 △14,050 △14,100 

流動資産合計 2,558,737 2,857,514 

固定資産    

有形固定資産    

土地 2,610,184 2,610,184 

その他（純額） 415,462 400,997 

有形固定資産合計 3,025,647 3,011,182 

無形固定資産 9,113 13,586 

投資その他の資産    

投資有価証券 629,464 647,474 

その他 171,193 171,559 

貸倒引当金 △66,761 △66,711 

投資その他の資産合計 733,896 752,322 

固定資産合計 3,768,657 3,777,091 

資産合計 6,327,394 6,634,605 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 977,958 998,433 

短期借入金 1,114,000 1,030,000 

1年内返済予定の長期借入金 657,204 759,682 

未払法人税等 10,536 2,558 

賞与引当金 21,000 21,000 

その他 148,945 108,619 

流動負債合計 2,929,645 2,920,293 

固定負債    

長期借入金 582,920 895,230 

繰延税金負債 519,557 525,609 

退職給付に係る負債 99,420 90,945 

受入保証金 134,177 134,150 

その他 44,971 37,583 

固定負債合計 1,381,046 1,683,519 

負債合計 4,310,691 4,603,813 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 200,000 200,000 

資本剰余金 6,567 6,567 

利益剰余金 1,678,627 1,681,304 

自己株式 △107,819 △107,897 

株主資本合計 1,777,375 1,779,974 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 239,327 250,817 

その他の包括利益累計額合計 239,327 250,817 

純資産合計 2,016,702 2,030,792 

負債純資産合計 6,327,394 6,634,605 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

売上高 2,552,235 2,446,787 

売上原価 2,107,948 2,037,186 

売上総利益 444,287 409,600 

販売費及び一般管理費 409,931 400,319 

営業利益 34,355 9,280 

営業外収益    

受取利息 50 101 

受取配当金 10,911 11,435 

仕入割引 8,545 6,728 

受取保険金 1,309 3,186 

その他 6,359 3,881 

営業外収益合計 27,175 25,333 

営業外費用    

支払利息 11,434 9,196 

売上割引 4,964 4,608 

その他 26 2,542 

営業外費用合計 16,425 16,346 

経常利益 45,105 18,266 

特別利益    

固定資産処分益 25 1,499 

特別利益合計 25 1,499 

特別損失    

固定資産処分損 46 140 

リース解約損 － 2,945 

特別損失合計 46 3,085 

税金等調整前四半期純利益 45,085 16,681 

法人税、住民税及び事業税 6,134 2,147 

法人税等調整額 5,739 932 

法人税等合計 11,874 3,079 

四半期純利益 33,211 13,602 

親会社株主に帰属する四半期純利益 33,211 13,602 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

四半期純利益 33,211 13,602 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 19,626 11,490 

その他の包括利益合計 19,626 11,490 

四半期包括利益 52,837 25,092 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 52,837 25,092 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 45,085 16,681 

減価償却費 23,244 22,392 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 208 △8,475 

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,000 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 400 － 

受取利息及び受取配当金 △10,961 △11,536 

支払利息 11,434 9,196 

固定資産処分損益（△は益） 20 △1,359 

売上債権の増減額（△は増加） 36,044 12,922 

たな卸資産の増減額（△は増加） 94,933 62,058 

仕入債務の増減額（△は減少） △254,835 20,474 

預り保証金の増減額（△は減少） 111 △27 

その他 76,548 △34,353 

小計 25,234 87,974 

利息及び配当金の受取額 10,330 10,880 

利息の支払額 △11,412 △9,399 

法人税等の支払額 △3,171 △9,509 

営業活動によるキャッシュ・フロー 20,982 79,945 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △958 △5,785 

無形固定資産の取得による支出 － △6,072 

投資有価証券の取得による支出 △657 △658 

その他 25 1,500 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,589 △11,016 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △110,000 △84,000 

長期借入れによる収入 550,000 850,000 

長期借入金の返済による支出 △438,882 △435,212 

自己株式の取得による支出 － △77 

配当金の支払額 △10,883 △10,954 

その他 △10,393 △9,353 

財務活動によるキャッシュ・フロー △20,158 310,401 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △765 379,331 

現金及び現金同等物の期首残高 524,041 402,203 

現金及び現金同等物の四半期末残高 523,275 781,535 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（追加情報）

 （「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分

に表示しております。 

 

（セグメント情報）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年９月30日）

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  営業本部 市場本部 不動産事業 合計 

売上高        

外部顧客への売上高 2,147,394 256,324 148,517 2,552,235 

セグメント間の内部売上高又は振替高 11,980 83 － 12,064 

計 2,159,374 256,408 148,517 2,564,299 

セグメント利益又はセグメント損失（△） △51,342 △14,252 128,801 63,206 

 

 ２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容 

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 63,206

セグメント間取引消去 775

全社費用（注） △18,876

四半期連結損益計算書の経常利益 45,105

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

 ３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成30年４月１日 至平成30年９月30日）

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  営業本部 市場本部 不動産事業 合計 

売上高        

外部顧客への売上高 2,181,393 115,371 150,021 2,446,787 

セグメント間の内部売上高又は振替高 6,817 1,339 － 8,156 

計 2,188,211 116,710 150,021 2,454,943 

セグメント利益又はセグメント損失（△） △49,494 △41,947 131,996 40,554 

 

 ２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容 

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 40,554

セグメント間取引消去 752

全社費用（注） △23,039

四半期連結損益計算書の経常利益 18,266

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

 ３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。
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